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要 旨 

国土地理院は，災害時のᩆຓ・ᩆ࿨，応急復ᪧ，

復興等を支援するため，ෆ㛶ᐁᡣ，ෆ㛶ᗓ，国土交

㏻┬等の中ኸ┬庁及び地方公ඹ団体等関係機関に空

中写真等の地理空間情報を提供している． 
地理空間情報を提供した時期と方法，ෆᐜ及び利

活用のホ౯を得て，災害対応活動のᨵၿにつなげる

ことを┠的として「平成 30 年 7 月㇦雨」及び「平成

30 年北海道胆振東部地震」の災害対応時に国土地理

院から地理空間情報を提供した関係機関に対し事後

調査を実施したので結果を報告する． 
 
1. ᐇ᪋ෆᐜ 

1.1 ᐇ᪋方ἲ 
事後調査は，地理空間情報の提供に関する時期と

方法，ෆᐜ及び利活用について⪺き取り調査⚊に基

づき対面にて⪺き取り調査を実施した．調査は企画

部防災推進ᐊ及び北海道・中国・ᅄ国のྛ地方測量

部が担当し平成 30 年 10 月から平成 31 年 2 月にか

けて実施した． 

1.2 ㄪᰝᑐ㇟機㛵 

調査対象機関は，国土地理院が平成 30 年 7 月㇦雨

及び北海道胆振東部地震（平成 30 年 9 月 6 日発災）

の災害対応時に地理空間情報を提供した 53 機関と

した．このうち⪺き取り調査⚊の回⟅を得ることが

出来たのは 50 機関 （国の機関 6 機関，地方整備局

等 3 機関，地方⮬἞体 38 機関，その他 3 機関）であ

った． 
 

1.3 設ၥෆᐜ 

設ၥは以下の 4 ンからなり，全ࣙࢩクࢭ 22 ၥ（ᯞၥ

を含め全 38 ၥ）からなる． 
1）地理空間情報の提供の時期と方法について（4 ၥ，

ᯞၥ含め 7 ၥ） 
2）国土地理院が提供したྛ✀地理空間情報の利用に

ついて（11 ၥ，ᯞၥ含め 23 ၥ） 
3）組⧊ෆの地理空間情報の利用について（5 ၥ，ᯞ

ၥ含め 6 ၥ） 
4）まとめ（2 ၥ，ᯞၥ含め 2 ၥ） 
表㸫1 に全ての㉁ၥをリストにした． 

 
表㸫� ㉁ၥෆᐜのࣜࢺࢫ 

1. 地⌮空㛫᝟ሗのᥦ౪の᫬ᮇと方ἲに࡚࠸ࡘ 
㉁ၥ 1：「大規模災害時に当院が空中写真等の地理空間情報を提供していることをࡈᏑ▱でしたか．」 
㉁ၥ 2：「当院は作成した地理空間情報を㝶時提供しましたが，提供のタイ࣑ンࢢは㐺切でしたか．」 
㉁ၥ 2-1：「㉁ၥ 2 で「㐺切ではなかった」場合，いつ提供（被災後ఱ日ཪはఱ㐌┠ࢁࡈ）すべきであったかᩍえて

ください．」 
㉁ၥ 3：「地理空間情報をࣁードデ࢕スク（HDD）ཪは DVD に格⣡して提供しましたが，業務で使用しているࢯࣃ

コンに᥋⥆して使用（データのㄞみ㎸み）できましたか．」 
㉁ၥ 3-1：「㉁ၥ 3 で使用できなかった理⏤をお▱らせください．」 
㉁ၥ 4：「地理空間情報を国土交㏻┬大ᐜ量フ࢓イル㌿送ࢩスࢸム⤒⏤で提供しましたがࢲウンロードできました

か．」 
㉁ၥ 4-1：「㉁ၥ 4 で使用できなかった理⏤をお▱らせください．」 

2. ᅜᅵ地⌮㝔ࡀᥦ౪したྛ地⌮空㛫᝟ሗの฼用に࡚࠸ࡘ 
㉁ၥ 5：「災害前後の空中写真（垂直写真※）のデータは利用しましたか．」 

※垂直写真とは，航空写真撮影用カメラのレンズを機体から真下に向けた状ែで撮影した写真 
㉁ၥ 5-1：「㉁ၥ 5 で利用した事౛，もしくは利用しなかったཪはできなかった理⏤をᩍえてください．」 
㉁ၥ 6：「災害前後の空中写真（正射画像※）のデータは利用しましたか．」 

※正射画像とは，垂直写真を地図に重なるように正射ᢞ影した画像（࢜ルࢯ画像ともいいます） 
㉁ၥ 6-1：「㉁ၥ 6 で利用した事౛，もしくは利用しなかったཪはできなかった理⏤をᩍえてください．」 
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㉁ၥ 7：「空中写真（正射写真図）の出力図（大ุࣉリント）は利用しましたか．」 
㉁ၥ 7-1：「㉁ၥ 7 で利用した事౛，もしくは利用しなかったཪはできなかった理⏤をᩍえてください．」 
㉁ၥ 8：「空中写真，正射写真図等はどのような形で提供されるとより使いやすいか，もしアイデアがあれࡤᩍえ

てください．」 
㉁ၥ 9：「空中写真ุㄞによる被害状況図（土◁崩壊分布図，ᾐ水推定段ᙬ図）は利用しましたか．」 
㉁ၥ 9-1：㉁ၥ 9 で利用した事౛，もしくは利用しなかったཪはできなかった理⏤をᩍえてください．」 
㉁ၥ 10：「当院の空中写真が災害査定や罹災証明発行などの資料として利用できる場合があることを▱っていまし

たか．」 
㉁ၥ 10-1：「㉁ၥ 10 で▱っていたと回⟅された方は，災害査定や罹災証明発行などの資料として利用しましたか．」 
㉁ၥ 10-2：「㉁ၥ 10 で▱ることとなったきっかけをᩍえてください．」 
㉁ၥ 11：「地形図の出力図は利用しましたか．」 
㉁ၥ 11-1：「㉁ၥ 11 で利用した事౛をᩍえてください．」 
㉁ၥ 11-2：「㉁ၥ 11 で利用しなかった理⏤をᩍえてください．」 
㉁ၥ 12：「当院の࣍ームページで公表した災害に関する情報やࢧーࣅスは，災害対応に利用しましたか．」 
㉁ၥ 12-1：「㉁ၥ 12 で利用した情報やࢧーࣅス，または利用しなかった理⏤をᩍえてください．（」ᩘ㑅ᢥ可）」 
㉁ၥ 13：「ᾐ水推定段ᙬ図ཪは推定ᾐ水範囲は利用しましたか．」 
㉁ၥ 13-1：「㉁ၥ 13 でᾐ水推定段ᙬ図ཪは推定ᾐ水範囲をどのように利用したのかできるだけヲ⣽にᩍえてくだ

さい．」 
㉁ၥ 13-2：「㉁ၥ 13 でᾐ水推定段ᙬ図ཪは推定ᾐ水範囲の利用に関するᨵၿ提᱌がありましたらᩍえてください．」 
㉁ၥ 14：「地理院タイル利用ࢯフト「࣐ッࣉメーカー㸰」を▱っていましたか．」 
㉁ၥ 15：「地理院タイル利用ࢯフト「࣐ッࣉメーカー㸰」を利用しましたか．」 
㉁ၥ 15-1：㉁ၥ 15 で利用した事౛（౛：被害ㄆ定用罹災証明᭩作成，災害査定用資料作成など）または利用しな

かった理⏤をᩍえてください． 
3. ⤌⧊ෆの地⌮空㛫᝟ሗの฼用に࡚࠸ࡘ 

㉁ၥ 16：「当院から提供した情報は，どのように組⧊ෆにඹ有しましたか．」 
㉁ၥ 17：「災害対応の実ാ対応として GIS（地理情報ࢩスࢸム）を用いた場面がありましたか．」 
㉁ၥ 17-1：「㉁ၥ 17 で GIS を用いた場面があった場合どこの部署で，どのようなෆᐜで利用したかᩍえてくださ

い．」 
㉁ၥ 18：「当院が提供した地理空間情報（データ）を他の情報と組み合わせたような地図や資料を作成しました

か．」 
㉁ၥ 19：「今回の災害対応で当院提供のものに㝈らࡎ地理空間情報の利用（あるいは利用していないこと）にまつ

わる࢚ピࢯード（ዲ事౛，ㄢ㢟となった౛）があれࡤᩍえてください．」 
㉁ၥ 20：「㈗組⧊における地理空間情報の利用でᚲ要な，または重視しているㄢ㢟があれࡤᩍえてください．」 

 とめࡲ .4
㉁ၥ 21：「当院から提供した地理空間情報を利用して作成した資料（災害査定，会㆟等でのㄝ明資料等）で提供い

ただけるものがあれࡤ今後の参考としたいので提供をお願いします．」 
㉁ၥ 22：「当院の災害時の対応について，ᚚ意見，ᚚ要望がありましたらఱでもᩍえてください．」 

2. 㞟ィ⤖ᯝのศᯒと⪃ᐹ 

調査対象機関は，୺に管ෆが被災し現場も含めた

災害対応活動を行う機関（以下「地方組⧊」という．）

と，୺に中ኸの機関として被災と対応の全ㇺを把握

しᣦ᥹をᇳる立場にある機関（以下「中ኸ┬庁等」

という．）の 2 つのࢢルーࣉに分㢮した．地方組⧊に

は，国土地理院の地方測量部から地理空間情報を提

供しており，中ኸ┬庁等には，災害対応時に国土地

理院災害対策本部に設置される情報提供支援班から

地理空間情報を提供している．2 つのࢢルーࣉでは

地理空間情報の使い方で㐪いがあるものと௬定して，

そのࢢルーࣉẖの㞟計結果に基づいて分析した． 
本稿では，それࡒれの㉁ၥと回⟅について，以下

a）, b）, c）の観点でグ㏙した． 
a） 回⟅の結果 
b） 回⟅のホ౯ 
c） 今後国土地理院で取組むべき方向性（取組

方向性） 
 以下に≉ᚩ的にㄢ㢟や意見を⪺くことができたい

くつかの㉁ၥについてヲ㏙する． 

 
2.1 ㉁ၥ 1㸸「኱つᶍ⅏害᫬にᙜ㝔ࡀ空中写真➼の地
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⌮空㛫᝟ሗࢆᥦ౪し࡚࠸るࡇとࡈࢆᏑ▱࡛したか」 
a）地方組⧊については回⟅（N=41）のうち，下図の

ように以前から▱っていた機関が約 3 ๭，今回の

情報提供時に始めて▱った機関が約 7 ๭を༨め

た．中ኸ┬庁等（N=9）では以前から▱っていた

機関が 9 ๭ᙅを༨めた． 
 

地方組⧊ 

（N=41） 

 

中ኸ┬庁等 

（N=9） 

 
図-1 ㉁ၥ 1 のᅇ⟅ 

 
b）調査対象機関と国土地理院との関係性，担当⪅の

▱㆑にも依Ꮡするが，国土地理院が大規模災害時

に地理空間情報を提供することを予め▱ってい

た地方組⧊が 1/3 にすࡂないことは，ㄆ▱度向上

のవ地が大きいことを意࿡している．また中ኸ┬

庁等は情報提供支援班からࣉッࣗࢩᆺで災害時

に情報を提供している組⧊が中心なのでㄆ▱度

が比㍑的高い． 
c）地方測量部等は，地方組⧊に対して，国土地理院

が災害発生時に有用な地理空間情報を提供して

いることを，防災カタロࢢ等を用いて୎ᑀにㄝ明

する．加えて地方組⧊における人事異動を見㉺し

て▱㆑がኻわれないよう定期的にㄝ明の機会を

設ける． 
 
2.2 ㉁ၥ 2㸸「ᙜ㝔はసᡂした地⌮空㛫᝟ሗࢆ㝶᫬ᥦ

౪しࡲしたࡀ㸪ᥦ౪のタࢢ࣑ࣥ࢖は㐺ษ࡛したか㸬」 
a）地方組⧊については回⟅（N=41）のうちタイ࣑ン

は㐺切と回⟅した機関が約ࢢ 9 ๭（無回⟅㝖く）

を༨めている．中ኸ┬庁等（N=9）は全て㐺切と

回⟅した． 
 

地方組⧊ 

（N=41） 

 

中ኸ┬庁等 

（N=9） 

 
図-2 ㉁ၥ 2 のᅇ⟅ 

 
b) 全体として，提供タイ࣑ンࢢはᴫね‶足されてい

る．ただし㉁ၥ 1 に示すように，国土地理院が大

規模災害時に地理空間情報を提供することを事

前に▱らなかった地方組⧊が 2/3 を༨めている．  
c) 地方測量部等を中心に，地方組⧊に対して防災カ

タロࢢ等を用いて地理空間情報を提供するタイ

࣑ンࢢを୎ᑀにㄝ明するとともに地方組⧊が情

報をᚲ要とするタイ࣑ンࢢについて理解を῝め

るᚲ要がある．  
 
2.2.1 ㉁ၥ 2-1㸸「 ㉁ၥ 2 「࡛㐺ษ࡛はなかࡗた」ሙ

ྜ㸪ࡘ࠸ᥦ౪（被⅏ᚋఱ᪥ཪはఱ㐌┠ࢁࡈ）ࡁ࡭ࡍ

 「㸬࠸ࡉࡔく࡚࠼たかᩍࡗ࠶࡛
a）地方組⧊においては，ᾐ水状況の把握や分析に用

いるため早め（発災後 3～5 日程度）に写真がᚲ

要との回⟅が」ᩘあった．また設ၥの意図とは異

なるが，事前に情報がᒆくことが▱っていれࡤ災

害対応の計画を立てやすかったことの回⟅があ

った．中ኸ┬庁等においては，人員‽備のため空

中写真の撮影予定日時，範囲といった事前情報が

ḧしいこと，国土地理院としての最終成果ではな

い中間データ（GeoJSON 形ᘧ）の早期提供をồ

める回⟅があった．また北海道胆振東部地震にお

いては早い段㝵で情報が提供され現地を把握で

きたと⫯定的なホ౯もあった．ᾐ水状況の把握の

ため写真を中心とする情報をより早く提供して

ほしい（一౛では 3 日以ෆ）という回⟅が多かっ

た． 
b) 空中写真が撮影できる見㎸みができた時点での

事前情報の提供が，提供ඛ機関の災害対応活動に

おける人員☜保や行動予定の決定にとり有益で

あることもఛわれた． 
c) 空中写真が撮影できる見㎸みができた時点で事

前情報をඛ方の災害対応活動のุ᩿ᮦ料として

関係機関に提供する方策をとるᚲ要がある． 
 
2.3 ㉁ၥ 3㸸「地⌮空㛫᝟ሗࣁࢆーࢻデࢡࢫ࢕（HDD）

ཪは DVD に᱁⣡し࡚ᥦ౪しࡲしたࡀ㸪ᴗົ࡛౑用

し࡚࠸るࣥࢥࢯࣃに᥋⥆し࡚౑用（データのㄞࡳ

㎸ࡲࡁ࡛（ࡳしたか㸬」 
a）回⟅結果：地方組⧊においては，9 ๭ᙅ（無回⟅

㝖く）が，データが使用できた（ㄞみ㎸めた）と

回⟅があった．中ኸ┬庁等においては，大ᐜ量フ
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ムによる提供が基本であり，㐺ࢸスࢩイル㌿送࢓

用౛なしの回⟅が㸲๭を༨めた．一方，中ኸ┬庁

等の機関に対しては要望ベースで HDD,DVD な

ど፹体で提供する場合もあり，その場合は全てㄞ

み㎸めたという回⟅だった． 
 

地方組⧊ 

（1 ��） 

中ኸ┬庁等 

（1 9） 

 
図-3 ㉁ၥ 3 のᅇ⟅ 

 
b）事前に☜ㄆした上で፹体を決めて提供しているこ

とから，データがㄞみ㎸めなかった事౛は少なか

った．なお，中ኸ┬庁等では外部組⧊の HDD は

情報ࣗ࢟ࢭリ࢕ࢸ上᥋⥆できない場合が多いこ

とが明らかとなった． 
c）引き⥆き，情報提供ඛの ICT ⎔ቃ，情報ࣗ࢟ࢭリ

ーを☜ㄆしつつ，㐺切な፹体での提ࢩー࣏リ࢕ࢸ

供を⥆ける．同時に，提供の効率を高めるために

よりよい፹体と提供方法については引き⥆き模

⣴するᚲ要がある． 
 
2.3.1 ㉁ၥ 3-1㸸「㉁ၥ 3 ࡛౑用࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆ

お▱ࡏࡽく࠸ࡉࡔ㸬」 
a）地方組⧊から回⟅があった．一点┠はᐜ量のၥ㢟

である．空中写真等データのྛフ࢓イルᐜ量ある

いは全フ࢓イルの⥲ᐜ量が大きく，提供ඛ組⧊で

は開かなかった，取り㎸めなかったという回⟅が

あった．஧点┠は情報ࣗ࢟ࢭリ࢕ࢸのၥ㢟である．

多くの機関で外部機関の፹体（≉に HDD）が᥋

⥆できないࣗ࢟ࢭリ࣏࢕ࢸリࢩーであった．また，

スタンドアロン PC ではㄞみ㎸めたが，機能が㝈

られ‶足に情報が利用できなかったという回⟅

があった． 
b） HDD は，DVD に比べて情報ࣗ࢟ࢭリ࢕ࢸ制㝈

を受けやすいことが明らかになった．また，そも

そも国土地理院の提供する地理空間情報のデー

タᐜ量が大きく提供ඛ機関の PCの能力によって

はㄞみきれないという実ែも明らかになった． 
c）引き⥆き，情報提供ඛの ICT ⎔ቃ，情報ࣗ࢟ࢭリ

ーを☜ㄆしつつ，㐺切な፹体での提ࢩー࣏リ࢕ࢸ

供を⥆ける．一方で，データが軽量な一眼レフ撮

影による空中写真の提供などで提供ඛ機関の負

担を軽ῶできる情報提供を試行し，効果を☜ㄆす

るᚲ要がある． 
 
2.4 ㉁ၥ 6㸸「⅏害๓ᚋの空中写真（正射画像）のデ

ータは฼用しࡲしたか㸬」 
a）地方組⧊においては，7 ๭強（無回⟅㝖く）が利

用，中ኸ┬庁等においては全て利用したと回⟅し

た． 
 

地方組⧊ 

（N=41） 

 

中ኸ┬庁等 

（N=9） 

 
図-4 ㉁ၥ 6 のᅇ⟅ 

 
b）地方組⧊，中ኸ┬庁等とも，空中写真（垂直写真）

の利用率より高く，タイ࣑ンࢢなどのවね合いも

あるが，有用性が高い情報とホ౯されている． 
c）現ᅾのとこࢁ，空中写真（垂直写真）と空中写真

（正射画像）を並行して提供している．今後一眼

レフによる空中写真（垂直写真）と空中写真（正

射画像）の取得，提供が始まることで，ࣉロࢲク

トᩘがቑえる．それࡒれのࣉロࢲクトに利点・Ḟ

点があることと，受け手にとって国土地理院が提

供しているࣉロࢲクトが分かりやすいものであ

るべきことを考えて，提供するࣉロࢲクトを整理

するᚲ要があると考えられる． 
 
2.4.1 ㉁ၥ 6-1㸸「㉁ၥ 6 ࡛฼用した஦౛㸪ࡶしくは

฼用しなかࡗたཪは࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く

 「㸬࠸ࡉࡔ
a）地方組⧊にあっては，災害査定図面の作成，罹災

証明参考図の作成，土◁災害等の被害状況の把握

の利用౛があった．また中ኸ┬庁等においては，

㏻ಙ設備の復ᪧ対策立᱌，部㝲によるᤚ⣴⟠ᡤの

写真地図やෆ部用とりまとめ地図の作成，森ᯘの

被災⟠ᡤの≉定と計測，災害ᗫᲠ≀推定のための

被災ᐙᒇᩘ推定等の利用౛があった． 
b）地方組⧊，中ኸ┬庁等とも多ᒱにわたる利用౛が

あった．利用౛の多くは GIS に正射画像を取り

㎸ࢇで他の情報と重ね合わせて高ḟの情報を得
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たものであり活用度が高い．GIS が一般化して関

係機関で利活用されているᵝᏊがఛえる．一方で，

空中写真（正射画像）と空中写真（垂直写真）が

区ูできなかったとの回⟅もありࣉ， ロࢲクトの

分かりやすいㄝ明にᕤኵのవ地があることも示

၀された． 
c）空中写真（正射画像）は広く活用されており，具

体の活用౛を཰㞟することで，災害対応における

国土地理院の空中写真の౯್を一ᒙアピールで

きると考える．一方で，使用してのホ౯を⥅⥆的

に⪺いて，ᨵ良できるとこࢁはᨵ良する．加えて

今後本格導入する，一眼レフの空中写真（正射画

像）と測量用カメラの空中写真（正射画像）の役

๭分担と〇ရラインࢼッࣉの整理，利用⪅へのッ

ồ࣏イントなど整理がᚲ要である． 
 
2.5 ㉁ၥ 7㸸「空中写真（正射写真図㸸写真-1）のฟ

ຊ図（኱ุࢺࣥࣜࣉ）は฼用しࡲしたか㸬」 
- 

 
写真-1 平ᡂ 30 ᖺ胆振東部地震࡛సᡂした正射写真図 
 
a）地方組⧊においては，7 ๭強（無回⟅・提供なし

㝖く）が利用，中ኸ┬庁等においては 7 ๭ᙅ（提

供なし㝖く）が利用と回⟅したがࠊ地方組⧊，中

ኸ┬庁等とも約 3 ๭は利用しなかったと回⟅し

た． 
 

地方組⧊ 

（N=41） 

 

中ኸ┬庁等 

（N=9） 

 
図-5 ㉁ၥ 7 のᅇ⟅ 

 
b）地方組⧊にあっては国土地理院が大ุࣉリンタで

出力して提供する形ែをとっている．利用しない

理⏤は，ෆᐜのၥ㢟なのかᥖ示スペースのၥ㢟な

のか等よりὀ意῝く事情を▱るᚲ要がある． 
c）国土地理院が出力図を提供しても利用しない状況

が生ࡎることを㑊けるため，༢に手Ώすのではな

くቨなどに㈞ってもらう，あるいは地理院職員が

㈞らせてもらうようお願いやチ可を取る等の活

動がᚲ要と考えられる． 
 
2.5.1 ㉁ၥ 7-1㸸「㉁ၥ 7 ࡛฼用した஦౛㸪ࡶしくは

฼用しなかࡗたཪは࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く

 「㸬࠸ࡉࡔ
a）地方組⧊にあっては，被災状況の☜ㄆ，࣐ スコ ・࣑

来ᐈ⪅へのㄝ明，会㆟・ᡴ合せの場面でのඹ有な

どの使用౛があった．また中ኸ┬庁等においては，

被害状況の☜ㄆの使用౛が」ᩘあった． 
b）地方組⧊，中ኸ┬庁等とも被害状況の☜ㄆ，外部

へのㄝ明とコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン┠的の利用があ

った．⣬地図を用いるか GIS を用いるかデータ

利用形ែが組⧊によって異なり，それにより活用

度は異なるが，ᴫしていえࡤ⣬地図は地方組⧊に

おける活用度が高いとఛえる． 
c）（㉁ၥ 7 の c）取組方向性を参↷） 
 
2.6 ㉁ၥ 9㸸「空中写真ุㄞによる被害状況図（ᅵ◁

崩壊ศᕸ図㸸図-6㸪ᾐỈ᥎定ẁᙬ図㸸図-7）は฼用

しࡲしたか㸬」 
 

 
図-6 平ᡂ 30 ᖺ 7 ᭶㇦㞵࡛సᡂした崩壊地➼ศᕸ図 

崩壊地ࡸᅵ▼ὶ࡛⏕じた地ᙧኚ໬Ⓨ⏕⟠ᡤࢆ 1
 る㸬࠸とめ࡚表⌧し࡚ࡲの㡯┠（Ⅼ）にࡘ
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図-7 平ᡂ 30 ᖺ 7 ᭶㇦㞵࡛సᡂしたᾐỈ᥎定ẁᙬ図 

ᫎ像➼の᝟ሗかࡽᾐỈした⠊ᅖの➃の地Ⅼࢆ☜ㄆ

し㸪ࡑの地Ⅼの㧗ࡉかࡽᶆ㧗データࢆ用࡚࠸ᾐỈ

㠃ࢆ᥎定し㸪ᾐỈ㠃かࡽỈ῝ࡈࡉ῝ࢆとにⰍู表

⌧したࡶの㸬 
 
a）地方組⧊においては，7 ๭ᙅ（無回⟅・提供なし

㝖く）が利用，中ኸ┬庁等においては 7 ๭強（無

回⟅・提供なし㝖く）が利用したと回⟅した． 
 

地方組⧊ 

（N=41） 

 

中ኸ┬庁等 

（N=9） 

 
図-8 ㉁ၥ 9 のᅇ⟅ 

 
b）ᾐ水推定段ᙬ図については本災害で初めて提供し

たࣉロࢲクトであったが地方組⧊，中ኸ┬庁等と

もおおよそ 7 ๭が利用したと回⟅しており，空中

写真同ᵝࢽーズの高いࣉロࢲクトであることが

分かった． 
c）従来㏻り提供するものと考えられるが，㉁ၥ 9-1

にある利用౛やࢽーズを㋃まえながら，どのよう

なデータを提供するのか⥅⥆的にྫྷ࿡しᨵၿし

ていくᚲ要がある． 
 
2.6.1 ㉁ၥ 9-1㸸㉁ၥ 9 ࡛฼用した஦౛㸪ࡶしくは฼

用しなかࡗたཪは࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼くࡔ

 「㸬࠸ࡉ
a）地方組⧊にあっては，大⮧ㄝ明や地元ㄝ明時の被

害状況資料や罹災証明発行の資料等で利用した

と回⟅があった．中ኸ┬庁等にあっては，㏻ಙ施

設の被害☜ㄆ，㝲員の安全管理，行方不明⪅のᤚ

⣴，ベクトルデータ形ᘧによるྛ✀図面との重ね

合わせ，写真ุㄞのベン࣐ࢳークデータとしての

利用があった．また土◁崩壊分布図は早期に情報

があれ࣊ࡤリコࣉターでの被害調査計画立᱌に

役立つ，ᾐ水推定段ᙬ図は色が⃰く情報の重ね合

わせに不向きとの意見もあった． 
b）被害状況の☜ㄆや関係⪅とのコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン

に用いたという回⟅があり，有用だったと考えら

れる．一方で，タイ࣑ンࢢが早けれࡤ活用できた，

ベクトルデータの提供があれྛࡤ✀情報と重ね

合わせて高ḟの情報を作れたなどのᣦ᦬もあっ

た．  
c）被災状況のุㄞ図は☜実なࢽーズがあることが分

かったのでタイ࣑ンࢢを一ᒙ早くすること，また

GIS での利用可能性が広がるベクトルデータを

ᶆ‽的に提供することを検討するᚲ要がある． 
 
2.7 ㉁ၥ 12㸸「ᙜ㝔の࣍ー࣒࣌ー࡛ࢪබ表した⅏害

に㛵ࡍる᝟ሗࢧࡸーࢫࣅは㸪⅏害ᑐᛂに฼用しࡲ

したか㸬」 
a）地方組⧊においては，約 6 ๭（無回⟅㝖く）が，

中ኸ┬庁等においてはすべてが࣍ームページを

利用したと回⟅している．利用した地理空間情報

の✀㢮は，正射画像，垂直写真，地理院地図 2 画

面表示，ᾐ水推定段ᙬ図，崩壊地等分布図が比㍑

的多かった． 
 

地方組⧊ 

（N=41） 

 

中ኸ┬庁等 

（N=9） 

 
図-9 ㉁ၥ 12 のᅇ⟅ 

 
b）中ኸ┬庁等のアクࢭス率が 100㸣なのは，࣍ーム

ページの URL を情報提供支援班を㏻じて直᥋送

付していることによると考えられる． 
c）地方組⧊には地方測量部等から直᥋対面で情報提

供を行う場面が多く，国土地理院の࣍ームページ

で他の情報も提供していることを可能な㝈りタ

ブレットによる実₇も含めて伝えることが望ま

しいが，災害対応中にあっては༑分なㄝ明が困難

な場合もあるため，平時からのㄝ明や⤂௓が重要

である． 
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2.8 ㉁ၥ 16㸸「ᙜ㝔かࡽᥦ౪した᝟ሗは㸪࡝のよ࠺

に⤌⧊ෆにඹ᭷しࡲしたか㸬」 
a）地方組⧊，中ኸ┬庁等とも約 6 ๭が関係部署ෆの

担当⪅間でのඹ有であった． 
 

地方組⧊ 

（N=41） 

 

中ኸ┬庁等 

（N=9） 

 
図-10 ㉁ၥ 16 のᅇ⟅ 

 
b）㉁ၥ 16 のコメントでは，提供した部署ෆのඹ有

であったために提供があったことを▱らない，あ

るいは本当にᚲ要としている部署に行きᒆいて

いないとの意見があった．提供の際に組⧊ෆでの

ඹ有については国土地理院から≉段のゝ及をし

ていない，あるいは⮬組⧊ෆにおいてもどの部署

がᚲ要としているか把握していない等のཎᅉが

あると考えられる． 
c）情報提供した際は，㤳長や対応⪅のᡤᒓ長へのᣵ

ᣜ，提供後のフ࢛ローアッࣉにより情報ඹ有をಁ

す．また，災害査定部署等の関係部署を事前に調

査したり，本⪺き取りで意見を⪺くことが出来た

部署へのフ࢛ローアッࣉを㏻じて組⧊ෆඹ有を

ಁすことが考えられる． 
 
 
3. ஦ᚋㄪᰝ࡛᫂ࡽかになࡗたㄢ㢟 

上グ 2．におけるಶࠎの㉁ၥに対する㞟計結果を

㋃まえると，本調査で明らかになったㄢ㢟は，下グ

3.1～3.6 の 6 つの分㔝に分㢮され，図-11 のようなᅉ

果関係にあると考えられる．更にそれࡒれのㄢ㢟は，

3.1 から 3.3 で示したㄢ㢟（図-11（1），（2），（3））に

ついては┦手機関とのコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンのあり方

に関するㄢ㢟，3.4 から 3.6 に示したㄢ㢟（（4），（5），
（6））については，国土地理院が災害対応時に提供

した地理空間情報ࣉロࢲクト（以下「災害対応ࣉロ

クト」という．に係る国土地理院ෆ部の取組に関ࢲ

するㄢ㢟に大ูされると考えられる． 
 

3.1 平᫬におけるᅜᅵ地⌮㝔のྲྀ⤌ㄝ᫂ 

㉁ၥの回⟅ෆᐜから導き出される一つのㄢ㢟とし

て，平時において国土地理院が防災・災害対応の取

組について┦手機関に༑分にㄝ明し理解を得ていな

い可能性がᣲげられる． 
地方組⧊においては，今回の災害対応時において

国土地理院が地理空間情報を提供することを初めて

▱った機関が 7 ๭を༨めていたことが明らかになっ

た（㉁ၥ 1）．また，空中写真の撮影とその᮲௳，提

供タイ࣑ンࢢ及びフ࢓イルᐜ量について，国土地理

院と┦手機関の間でඹ㏻の理解が事前に得られてい

ないことが回⟅ぶりから推測された（㉁ၥ 2-1）．  
平時における国土地理院の防災・災害対応取組の

ㄝ明については，これまでも地方整備局と地方⮬἞

体を୺な対象として，地方測量部等は実施している

とこࢁであるが，さらにㄝ明の㉁的な向上や職員の

ㄝ明ス࢟ル向上がᚲ要と考えられる．なおㄝ明に用

いる資料とその⫼ᬒとなるࣉロࢲクト体⣔に関して

は，ู途 4.4 でグ㏙する． 
 

3.2 ┦ᡭ機㛵の状況とࢽーࢬ把握 
回⟅ෆᐜから国土地理院は，情報の提供ඛである

関係機関の ICT ⎔ቃや災害時の業務ෆᐜ，災害対応

について重視している事᯶を༑分把握しておらࡎ，

┦手を༑分理解出来ていない可能性がある． 
地理空間情報の提供の際に，中ኸ┬庁等及び地方

組⧊で約 9 ๭が HDD や DVD などいࡎれかの፹体

でㄞみ㎸みが出来たと回⟅しているが，データ量が

重くᢅいづらい，HDD はࣗ࢟ࢭリ࢕ࢸ上ㄞみ㎸めな

い場合があるなどㅖࠎの事情がᏑᅾする（㉁ၥ 3-1）．
国土交㏻┬が使用する大ᐜ量フ࢓イル㌿送ࢩスࢸム

もᴫね有用であるがアクࢭス制㝈やᐜ量制㝈により

データがㄞみ㎸めないという回⟅もあった（㉁ၥ 4-
1）．加えて┦手機関の地理空間情報が災害査定部署

などᵝࠎな部署で利用が見㎸まれることから，それ

らの部署に効果的に地理空間情報をඹ有されるため

の方策を検討するᚲ要も示၀された（㉁ၥ 16） 
上グを㋃まえると，関係機関がいつどのような情

報をḧしているか，また関係機関の ICT ⎔ቃや災害

対応関連部署等の情報を平時から把握し，国土地理

院が┦手機関のデータ受け入れ᮲௳をよく▱るᚲ要

があると考えられる． 

 

3.3 ⅏害ᑐᛂ᫬におけるࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩ 
災害時に国土地理院から地理空間情報を提供する

際に，受けΏす部署とᐦ᥋に連携がとれておらࡎ，

庁ෆへの࿘▱やタイ࣑ンࢢ等が㐺切でないために，

ᢡゅの情報が┦手機関ෆで有効活用されていないㄢ

㢟がある． 
空中写真（正射写真図）の出力図（大ุࣉリント）

は提供ඛの 3 ๭で利用しなかったと回⟅があった
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（㉁ၥ 7）ほか，提供した情報をどのように࿘▱し

たかについては，約 6 ๭が担当部署ෆでのඹ有に␃

まり，国土地理院による情報提供を▱らなかったと

いう部署もあった（㉁ၥ クト⮬体のࢲロࣉ．（2，16

みならࣉࡎロࢲクトの提供時期の見㎸情報の要望も

あった（㉁ၥ 2, 20, 22）． 
災害対応時の情報提供には，┦手機関の負担や業

務の支障とならないよう配៖した上で，庁ෆでᚲ要

とする部署へ☜実に情報を提供していただくᚲ要が

ある．そのため，㤳長やᖿ部を含めて広く組⧊ෆで

ඹ有いただくことを意㆑づけるアࢼウンスを提供時

に含めることが重要と考えられる． 
 

3.4 ⅏害ᑐᛂࢺࢡࢲࣟࣉのᨵၿ 
国土地理院の災害対応ࣉロࢲクトが関係機関の災

害対応にどのように利用されているかを༑分把握し

ていないため，提供した地理空間情報ᚲࡎしも要望

に合ったࣉロࢲクトに⮳っていないことも明らかと

なった． 
また，国土地理院の地理空間情報について，GIS を

活用する組⧊は素ᮦࣉロࢲクトとしての利用をᣦ向

し，地図として活用する組⧊は地図の体⿢を保った

クトとしての利用をᣦ向しているという┦㐪ࢲロࣉ

も明らかとなった． 
今回の事後調査で得られた要望や活用事౛を㞟約

し，今後も引き⥆き事౛を཰㞟していき，ᨵၿ点を

見いだして཯ᫎすることで災害対応ࣉロࢲクトの有

用性を高めていくᚲ要がある． 
 

3.5 ⅏害ᑐᛂࢺࢡࢲࣟࣉのㄝ᫂方ἲ 
空中写真のうち垂直写真と正射画像の意࿡の㐪い

がわからない（㉁ၥ 6-1）とのᣦ᦬等，国土地理院は，

災害対応ࣉロࢲクトをඃ良事౛も含めて┦手機関に

わかりやすくㄝ明できるㄝ明体⣔をᵓ⠏していない

ことがㄢ㢟の一つとしてᣲげられる．また，空中写

真の新しい用途である災害査定・罹災証明の利用に

ついて利用౛，利用᮲௳などを整理するᚲ要がある

（㉁ၥ 10，10-1：ᕳᮎ⪺き取り調査結果一ぴ参↷）．

一方，国土地理院は災害発生時に関連の地理空間情

報を࣍ームページでも㝶時公開しているが，地方組

⧊における利用率は 6 ๭とపくまた空中写真以外の

コンࢸンࢶへのアクࢭスも少ない（㉁ၥ 12）．この

ことは，࣍ームページにおける情報の並べ方やアク

 ．スが，理解しにくいことが一ᅉと考えられるࢭ
国土地理院の災害対応ࣉロࢲクトが正しく理解さ

れ有効に活用されるためには，体⣔化と時⣔ิ化に

より整↛と示し，┦手機関にとって理解しやすいㄝ

明体⣔をᵓ⠏することがᚲ要である．また，災害対

 
1 ⥲合行ᨻࢿット࣡ーク（LGWAN） 

応ࣉロࢲクトの࣍ームページ公開に関しては，地方

組⧊がᚲ要な情報にすࡄアクࢭスできるよう表現上

のᕤኵがᚲ要と考えられる． 
 

3.6 ⅏害ᑐᛂࢺࢡࢲࣟࣉのᥦ౪ 
国土地理院から災害対応ࣉロࢲクトを提供する場

合，┦手機関の状況も☜ㄆしながら可能な㝈り迅速

に提供することにὀ力している．一方で提供のあり

方やタイ࣑ンࢢについては，なお要望が示されてお

りᨵၿのవ地がありうることを示၀している． 
空中写真については┦手がよりアクࢭスしやすいよ

う LGWAN1⤒⏤での提供，また軽量・早期の提供の

要望があった（㉁ၥ 3-1, 8）．加えて土◁崩壊分布図，

ᾐ水推定段ᙬ図といったุㄞ図について迅速な提供

の要望もあった（㉁ၥ 9）． 
災害対応ࣉロࢲクトの作成ᕤ程，提供方法につい

て効率化し，少しでも迅速にかつ┦手機関が入手し

やすく，ᢅいやすいようにデータを提供するᚲ要が

ある． 
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4. ㄢ㢟࡬のᑐᛂ⟇ 
3.において提示されたㄢ㢟に対して取り得る対応

方策を以下に示す．また図�12 に 4.1～4.6 に示した

対応策（（1）～（6）に┦当）を⣔⤫図としてとりま

とめた． 

 

4.1 平᫬におけるᅜᅵ地⌮㝔のྲྀ⤌ㄝ᫂ 
国土地理院の防災・災害対応分㔝でどのような取

組を行っているのか，また提供される地理空間情報

はどࢇなものか，提供タイ࣑ンࢢはいつかなどを平

時から事前情報として関係機関に࿘▱し，理解して

いただくᚲ要がある． 
具体的活動として以下がᣲげられる．災害時に国

土地理院が提供する地理空間情報についてとりまと

めた防災カタロࢢや国土地理院࣍ームページの防災

関連情報を使用してㄝ明を行うことが効果的と考え

られる． 
1）年ḟの担当⪅☜ㄆのᣵᣜや防災訓練時のみならࡎ

会㆟開ദ等の機会も利用して，┦手機関の担当⪅

に対して国土地理院の防災・災害対応分㔝での取

組をㄝ明する．可能であれࡤ㤳長，ᖿ部職員にも

ᣵᣜと簡素なㄝ明を行う． 
2）事前にㄝ明するべき┦手機関のリストを作成しㄝ

明の実⦼をグ㘓する．最後にㄝ明してから時間が

⤒㐣したり，またㄝ明していない┦手機関がある

場合は，ඃඛ的にゼၥするなど₃れのない形でㄝ

明をする． 
3）ロールࣉレイやコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンの訓練や◊ಟ

を㏻じて職員のㄝ明能力を向上し，┦手機関の担

当⪅が⣡得いただけるㄝ明を可能にする． 
こうした取組によって平時から国土地理院の災害

対応活動について理解してもらうことになる．関係

機関にとっては，国土地理院の行動が予測可能とな

り災害発生時の迅速かつ的☜な災害対応活動につな

がると考えられる．また国土地理院としては，関係

機関との連携や連絡体制がより強化され，平時はも

とより，災害対応時においても迅速かつ正☜に意思

␯㏻がとれると考えられる． 
 

4.2 ┦ᡭ機㛵の状況とࢽーࢬの把握 
4.1 が国土地理院の取組を┦手機関に▱ってもら

うことに対し，国土地理院が┦手機関の災害対応に

おける体制，ࢽーズや ICT ⎔ቃ等の現状やㄢ㢟・ࢽ

ーズを▱るための取組である． 
具体的活動として以下がᣲげられる． 

1）年度当初のᣵᣜや訓練における⪺き取り及び今回

のような災害対応の事後調査での⪺き取り調査

も利用して，国土地理院が提供する地理空間情報

図-11 ஦ᚋㄪᰝ࡛᫂ࡽかになࡗたㄢ㢟⣔⤫図 
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の利用方法を☜ㄆし，どこの部署にどのような形

ᘧで受けΏすのがよいかを把握する． 
2）災害査定や罹災証明手⥆きの担当部署が事前にわ

かるのであれࡤ，ᚲ要とする情報や利用᮲௳につ

いて調査する． 
3）፹体，ࢿット⎔ቃ，ࣗ࢟ࢭリ࢕ࢸ制㝈その他の᮲

௳を☜ㄆし，地理空間情報をどのような手段で提

供するのが最㐺かを検討する． 
上グ方策により，災害対応時にはいち早く的☜な

情報を関係機関に提供することができると考えられ

る．また平時においても地理空間情報の利活用に関

する┦ㄯ┦手としてᐦ᥋な関係をᵓ⠏することにつ

ながると考えられる．一方，地方測量部の管㎄する

地方組⧊すべてにおいて一ᵝに調査を行うことはリ

ース面から困難であるため，ඃඛ度を検討するᚲࢯ

要がある． 
 

4.3 ⅏害ᑐᛂ᫬におけるࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩ 
災害が発生しྛ機関とも情報཰㞟や対応に㏣われ

ている非常事ែの中でのコンタクトは，短時間で簡

₩に行うことが基本になる．そうした状況下でも，

☜実に情報を提供し，さらにᚲ要とする部署に情報

が行きΏるよう災害時にコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンをとる

ᚲ要がある． 

具体的活動として以下がᣲげられる． 

1）情報提供時における㤳長やᖿ部職員へのᣵᣜを可

能な㝈り実施し国土地理院ࣉロࢲクトの理解・ᾐ

㏱を῝める．また関係機関の୺ദする災害対策本

部会㆟等で取組ෆᐜを報告し࿘▱する． 
2）空中写真の撮影要望や関心を示している┦手機関

を中心に，空中写真（垂直写真・正射画像）等の

情報提供時期について可能な㝈り事前に予告し，

┦手機関の後⥆作業の見㏻しや計画を立てやす

くする． 
（ࣉ3 ッࣗࢩᆺでᣢち㎸む地理空間情報（౛えࡤ大ุ

出力図）については手Ώす際に利用イメージをㄝ

明し利活用されるようにする． 
4）情報提供後，提供部署への事後調査により国土地

理院ࣉロࢲクトの活用状況，成果，ㄢ㢟について

情報཰㞟する． 
上グ方策により情報の受けΏしの₃れや滞りを防

Ṇし，後のၥ合せやフ࢛ローアッࣉも的☜に対応で

きると考えられる．また情報の事前予告は，┦手機

関の応急対策等の検討に時間的వ⿱を୚えることが

でき，より効果的な災害対応につながると考えられ

る．なお，┦手機関の災害対応活動の支障や負担と

ならࡎに㐜滞なく情報を提供するよう༑分な配៖と

ὀ意がᚲ要である． 
 

4.4 ⅏害ᑐᛂࢺࢡࢲࣟࣉのᨵၿ 

国土地理院の提供する地理空間情報を効果的に利

用してもらうためのᕤኵを行うᚲ要があり，関係機

関にとって利用しやすい災害対応ࣉロࢲクトや，情

報の形ᘧを検討する． 

具体的活動は以下がᣲげられる． 

1）┦手機関の ICT ⎔ቃ，地理空間情報の利活用の方

法（出力図ࣉロࢲクトが୺体か，GIS データが୺

体か）などを考៖し，┦手機関にとって使いやす

く役に立つデータ提供形ᘧを検討する． 
2）災害査定や罹災証明手⥆きにおける空中写真の精

度・利用時期等の᮲௳を整理し，提供する地理空

間情報の௙ᵝを検討する． 
3）ベクトルデータ等の GIS の素ᮦとなるุㄞ図デ

ータの඘実を図る． 
上グ方策により，災害時に┦手機関がᚲ要となる

地理空間情報の✀㢮や形ᘧにྔう，より利用౯್の

高い地理空間情報が作成できると考えられる．また，

ุㄞ図やุㄞデータの提供形ᘧを整理することによ

り，ྛ組⧊が作成する୺㢟図や会㆟資料等での利用

や GIS データの活用提᱌につながると考えられる．

なお，災害査定や罹災証明における空中写真の利用

については，現時点ではㄆ▱度がపく利用౛も少な

いため，引き⥆き利用実ែ等の調査や利用事౛の཰

㞟を行いつつ，どのような場面で利用可能かを⥅⥆

的に整理していくことがᚲ要である． 
 
4.5 ⅏害ᑐᛂࢺࢡࢲࣟࣉのㄝ᫂方ἲ 

災害対応ࣉロࢲクトの✀㢮，ෆᐜ，提供のタイ࣑

ンࢢやタイムラインとその利用方法・利用౛を体⣔

化し，┦手機関にわかりやすくㄝ明できる体制を作

る．いわࡤ国土地理院の災害対応ࣉロࢲクトを「ㄒ

れる化」する取組といえる． 
具体的活動として以下がᣲげられる． 

1）空中写真の精度，提供時期ࣉ， ロࢲクト✀㢮につ

いて，災害査定や罹災証明手⥆きでの利用を౛示

するなどわかりやすく体⣔化する． 
2）実際の災害時に国土地理院が提供した地理空間情

報の活用事౛を཰㞟する．また㺀地理院地図㺁を利

用した資料の作成方法を解ㄝするなど国土地理

院のࣉロࢲクトにストーリー性や他の業務との

関連性をᣢたせてࣉロࢲクトの㺀ㄒれる化㺁を行

う． 
3）ᥖ載される情報の意࿡や使い方をわかりやすく表

した࣍ームページをᕤኵする． 
上グ方策により，国土地理院の災害対応に関する

取組を，実౛に基づいた一㈏したㄝ明体⣔にまとめ

ることができ，ࣉロࢲクトや利活用方法をよりわか

りやすく┦手機関にㄝ明することができると考えら

れる．なお，今回の⪺き取り調査においても，平成

30年 7月㇦雨と北海道胆振東部地震に際して活用事
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౛が得られているが，その他の災害においても⥅⥆

的に事౛を཰㞟していき඘実を図るᚲ要がある． 
 

4.6 ⅏害ᑐᛂࢺࢡࢲࣟࣉのᥦ౪ 
災害対応ࣉロࢲクトを┦手機関がより迅速かつᐜ

易に入手し，より簡便に使えるように，災害対応ࣉ

ロࢲクトの提供方法についてᨵၿを⥅⥆することが

ᚲ要である． 

具体的活動として以下がᣲげられる． 

�）空中写真の提供の要望事㡯（/*:$1 ⤒⏤での提供，

軽量・早期の提供）に関して技術的・精度的に可

能性を検討し可能なものから具体化する． 

2）現ᅾは職員のุㄞにより作成している土◁崩壊分

布図，ᾐ水推定段ᙬ図といったุㄞ図を一ᒙ迅速

に提供することは㝈⏺があるため，機ᲔᏛ⩦など

を活用した⮬動ุㄞの導入を検討する． 

上グ方策により迅速な提供と┦手機関にとって使

いやすい形でのࣉロࢲクトの提供が可能になる． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 とめࡲ .5

近年⃭⏒化する災害に対し，国土地理院の災害対

応の取組にồめられる要望は多ᵝ化し，提供する地

理空間情報の役๭や利活用の重要性がቑしている．

本調査で明らかになったㄢ㢟と考えられる対応方策

を㋃まえて重要性の高いㄢ㢟から着手して⥅⥆的に

ᨵၿする． 

また，今後とも事後調査の実施の機会も利用して

関係機関の現状や要望を▱り，ేせて国土地理院の

対応方策や考え方をわかりやすく伝えることによっ

て一ᒙ効果的な災害対応活動につながるようດめて

いく． 

ㅰ㎡ 

 このたびの事後調査にあたっては，平成 30 年 7 月

㇦雨及び北海道胆振東部地震において被災した広ᓥ

┴，ᒸᒣ┴，ᒣཱྀ┴，ឡ፾┴，北海道及び関係市町

村や，ᩆ࿨・ᩆຓにあたられた㆙ᐹ・ᾘ防や⮬⾨㝲，

また関係┬庁のࡈ担当の方ࠎにおᛁしい時間を๭い

て非常に㈗重なࡈ意見をいただきました．この場を

೉りて，お♩⏦し上げます． 

（公開日：令和元年 12 月 27 日） 

 

 

図-12 ஦ᚋㄪᰝ࡛᫂ࡽかになࡗたㄢ㢟にᑐࡍるᑐᛂ⟇⣔⤫図 
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 りㄪᰝ⤖ᯝ一覧ྲྀࡁ⪺

 
�� 地⌮空㛫᝟ሗのᥦ౪の᫬ᮇと方ἲに࡚࠸ࡘ 

㉁ၥ 1㸸「኱つᶍ⅏害᫬にᙜ㝔ࡀ空中写真➼の地⌮空㛫᝟ሗࢆᥦ౪し࡚࠸るࡇとࡈࢆᏑ▱࡛したか㸬」 
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 2㸸「ᙜ㝔はసᡂした地⌮空㛫᝟ሗࢆ㝶᫬ᥦ౪しࡲしたࡀ㸪ᥦ౪のタࢢ࣑ࣥ࢖は㐺ษ࡛したか㸬」 
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 2-1㸸「 ㉁ၥ 2 ࡛「㐺ษ࡛はなかࡗた」ሙྜ㸪ࡘ࠸ᥦ౪（被⅏ᚋఱ᪥ཪはఱ㐌┠ࢁࡈ）ࡗ࠶࡛ࡁ࡭ࡍ

たかᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
・もっと早くḧしかった．行方不明調査に使いたかった．全体像を▱るため，ないよりはあった

方がよい． 
・ᾐ水࢚リアの把握に利用したかったので，発生直後が望ましい．日ᩘが㐣ࡂた後の写真使えな

かった．地理院職員から情報提供等があるまで▱らなかった． 
・事前にᒆくことを▱っていれࡤ，その後の計画も立て易かった． 
・Ἑ川ỏ℃や公ඹ土ᮌ施設被害の把握に使用するには，3 日程度以ෆが入手の┠安となる． 
 

㉁ၥ 3㸸「地⌮空㛫᝟ሗࣁࢆーࢻデࢡࢫ࢕（HDD）ཪは DVD に᱁⣡し࡚ᥦ౪しࡲしたࡀ㸪ᴗົ࡛౑用し

 「したか㸬ࡲࡁ࡛（ࡳ㎸ࡳデータのㄞ）に᥋⥆し࡚౑用ࣥࢥࢯࣃる࠸࡚
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地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 3-1㸸「Q3 ࡛౑用࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆお▱ࡏࡽく࠸ࡉࡔ㸬」 
・DVD も HDD も直᥋見られなかったので，庁ෆの LAN に᥋⥆していない PC にࢲウンロード

して利用した． 
のၥ㢟で業務用࢕ࢸリࣗ࢟ࢭ・ PC では見られなかった．スタンドアロン PC では見られた． 
・使用できたが，写真データの⥲量が大きすࡂて，ඹ有のドライブに入れられなかったため，DVD
から直᥋ㄞみ㎸む等での使用となった． 

 
㉁ၥ 4㸸「地⌮空㛫᝟ሗࢆᅜᅵ஺㏻┬኱ᐜ量ࣝ࢖࢓ࣇ㌿㏦࣒ࢸࢫࢩ⤒⏤࡛ᥦ౪しࡲしたࣟࣥ࢘ࢲࡀー࡛ࢻ

 「したか㸬ࡲࡁ
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 4-1㸸「Q4 ࡛౑用࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆお▱ࡏࡽく࠸ࡉࡔ㸬」 
 ．ーのデータᐜ量制㝈があったため，使用していないࣂーࢧ，上はၥ㢟ないが࢕ࢸリࣗ࢟ࢭ・
・⭾大な他のメールに⣮れて提供されていることにẼづかなかった． 
 ．ウンロードの回ᩘ制㝈でできなかったࢲ・
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2. ᅜᅵ地⌮㝔ࡀᥦ౪したྛ地⌮空㛫᝟ሗの฼用に࡚࠸ࡘ 
㉁ၥ 5㸸「⅏害๓ᚋの空中写真（ᆶ┤写真ͤ）のデータは฼用しࡲしたか㸬」 
    ͤᆶ┤写真とは㸪航空写真撮影用࣓࢝ࣛのࣞࣥࢆࢬ機యかࡽ真ୗにྥけた状ែ࡛撮影した写真 
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 5-1㸸「Q5 ࡛฼用した஦౛㸪ࡶしくは฼用しなかࡗたཪは࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
㸺฼用した஦౛㸼 

・被災状況の☜ㄆで利用．災害対策本部では画面にᫎして出ᖍ⪅間でඹ有し，土ᮌや㎰ᯘの部署

ではࣉリントアウトして現場にᣢっていった． 
・市⊂⮬の GIS  ．だ．災害査定の要ồ等に活用したࢇムに取り㎸ࢸスࢩ
・土◁災害㞟中発生地域をᢳ出するため活用した．大変重要な情報であったことから，より広範

囲の情報が早期に入手できることをᕼ望． 
・ᒣ⭡崩壊⟠ᡤ等を☜ㄆし，町道及びᯘ道，἞ᒣ施設，Ἑ川，ᒣᯘ等の被災状況の☜ㄆに利用し

た． 
㸺฼用しなかࡗた⌮⏤㸼 

・ᾐ水⟠ᡤを☜ㄆしようとしたが，᪤に水が引いた状況でุ᩿できなかったため，利用できなか

った． 
・高解像度の垂直写真はㄞみこむのに時間がかかった．（ㄞみ㎸めなかった．）また，༢写真のᢅ

いに不័れなため，ᶆ定図からだけではᚲ要な場ᡤの≉定が出来なかった． 
・資料作成のタイ࣑ンࢢで㐺当なデータがなかったため．（写真を見て，利用可能かุ᩿して，加

ᕤする時間が༑分に取れなかったため．） 
 

㉁ၥ 6㸸「⅏害๓ᚋの空中写真（正射画像ͤ）のデータは฼用しࡲしたか㸬」 
ͤ正射画像とは㸪ᆶ┤写真ࢆ地図に㔜なるよ࠺に正射ᢞ影した画像（࢜ࣝࢯ画像とࡍࡲ࠸࠸ࡶ㸬） 
 

地方組⧊（N=41） 
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中ኸ┬庁等（N=9） 

 

 
㉁ၥ 6-1㸸「Q6 ࡛฼用した஦౛㸪ࡶしくは฼用しなかࡗたཪは࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 

㸺฼用した஦౛㸼 

・地図によりもともとఫᒃ等があった場ᡤを把握し，その上に被害写真をレイࣖすることで，ᤚ

⣴場ᡤのุ᩿ᮦ料としました． 
・GIS に取り㎸み地図と重ね合わせ被害状況の把握に使用（高解像度）．地理院地図の新ᪧ㸰画面

を使用（ప解像度）． 
・正射画像が提供されてからは垂直写真にᕪし᭰えて，被災状況の☜ㄆに利用．ᅛ定資⏘の GIS

に格⣡し，重ねて表示できるようにした． 
㸺฼用しなかࡗた⌮⏤㸼 

・正射画像と垂直画像の区ูがついていなかった． 
 

㉁ၥ 7㸸「空中写真（正射写真図）のฟຊ図（኱ุࢺࣥࣜࣉ）は฼用しࡲしたか㸬」 
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 7-1㸸「Q7 ࡛฼用した஦౛㸪ࡶしくは฼用しなかࡗたཪは࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
・災対本部にᥖ示した全体の࢜ルࢯ画像の出力図については，市長ᐊにᥖ載し，ㄝ明の際（市長

が対外的にㄝ明する場合にも）使用し，有効であった． 
・被災状況の☜ㄆ，タイムライン検討の参考資料，Ꮫ㆑⪅᱌ෆ． 
・空中写真（正射写真図）の利用にあたっては GIS 上での作業が୺となっており，⣬図面は基本

的に使用していないこと，大ᆺのࣉリンタを保有していないことから利用しなかった． 
 

㉁ၥ 8㸸「空中写真㸪正射写真図➼は࡝のよ࠺なᙧ࡛ᥦ౪ࢀࡉるとより౑࠸ࡍࡸ࠸か㸪ࡶし࢖࢔デ࠶ࡀ࢔

 「㸬࠸ࡉࡔく࡚࠼ᩍࡤࢀ
・GeoTIFF 形ᘧの正射写真データ（タイルẖにࢲウンロードできると時間の短縮が望める）．フ࢓
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イル㌿送の際は，1 フ࢓イルのᐜ量がᑠさくなるよう↹៖いただけると有り難い．DL する際に

時間が᥃かるためᑠ分けにした方が解෾できた≀から取り㎸める． 
・データが重すࡂる．PC で動かない．画㉁をⴠとさࡎに軽くならないか．༳ๅにも支障が出た． 

 
㉁ၥ 9㸸「空中写真ุㄞによる被害状況図（ᅵ◁崩壊ศᕸ図㸪ᾐỈ᥎定ẁᙬ図）は฼用しࡲしたか㸬」 

 

地方組⧊（N=40） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 9-1㸸Q9 ࡛฼用した஦౛㸪ࡶしくは฼用しなかࡗたཪは࡛ࡁなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
・土◁分布図，ᾐ水推定段ᙬ図ともに㝲員の安全管理や行方不明⪅のᤚ⣴場ᡤを決定するうえで，

㈗重な情報でした． 
・罹災証明・被害状況の把握に GIS に取り㎸み地図に重ねて使用した． 
・土◁崩壊分布図は早期に情報があれࡤ，࣊リでの調査計画立᱌に活かせる可能性がある．ᾐ水

推定段ᙬ図は，視ᐹ対応や地元ㄝ明用の資料として大変有用であった． 
・（土◁崩壊分布図は）災害復ᪧ⟠ᡤや被害状況の把握，被災⟠ᡤの崩壊土量の把握と土ᤞて場㑅

定，対策఩置ᕤ法の検討等，ほとࢇどの作業で活用していた． 
 

㉁ၥ 10㸸「ᙜ㝔の空中写真ࡀ⅏害ᰝ定ࡸ⨯⅏ド᫂Ⓨ⾜な࡝の㈨ᩱとし࡚฼用࡛ࡁるሙྜ࠶ࡀるࡇとࢆ▱

 「したか㸬ࡲ࠸࡚ࡗ
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 10-1㸸「Q10 ࡲの㈨ᩱとし࡚฼用し࡝⅏ド᫂Ⓨ⾜な⨯ࡸた方は㸪⅏害ᰝ定ࢀࡉ⟆たとᅇ࠸࡚ࡗ▱࡛

したか㸬」 
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㸺฼用した஦౛㸼 

・罹災証明の参考資料としては出力した．災害査定は事務ᡤが行うが事務ᡤには送っていない．

罹災証明の観点でその部署のุ᩿で管㎄事務ᡤに出すのかと思った．（20cm 解像度よりも）も

っと㩭明なら使えるかも． 
・罹災証明は࢚クࢭルにᡴち㎸ࢇでいくレベルで，現地୺⩏である．写真は☜ㄆくらいに使って

いる．現地ㄝ明に使った．ࢩスࢸムから༳ๅして見せただけ．᭩㢮としては使わない．今回は

ほとࢇどᮘ上査定だった．理解力を῝めるために使った． 
・災害が㉳こる直前に利用できることを▱った． 
㸺฼用しなかࡗた⌮⏤㸼 

・全壊（完全にὶ出）ᐙᒇの場合は空中写真だけでも把握できるが，௳ᩘが㝈られており，また

༙壊だと現地調査がᚲ要であることから，全て現地調査を行っている． 
・罹災証明発行業務では，斜め写真（外ὀ）を用いてᐙᒇの被害ㄆ定調査を実施していたため，

利用していない．また，空中写真によりุ定するような広範囲かつ大規模な被害が発生してい

ない． 
 

㉁ၥ 10-2㸸「Q10 ࡛▱るࡇととなࡗたࡗࡁかけࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
・ෆ㛶ᗓ防災からの連絡． 
・┴が行った罹災証明発行調査業務のㄝ明会で▱った． 
・国土交㏻┬からの大規模災害時の査定に関する㏻▱等により▱りました． 
・写真等提供を受ける際に，災害対策本部まで来ていただき，ㄝ明を受けて▱った． 

 
㉁ၥ 11㸸「地ᙧ図のฟຊ図は฼用しࡲしたか㸬」 

 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 11-1㸸「Q11 ࡛฼用した஦౛ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
・現地の☜ㄆに使用した． 
・災対本部ᥖ示した． 

 
㉁ၥ 11-2㸸「Q11 ࡛฼用しなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 

・管ෆ図を使用したため 
・GIS での使用が多かった． 
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㉁ၥ 12㸸「ᙜ㝔の࣍ー࣒࣌ー࡛ࢪබ表した⅏害に㛵ࡍる᝟ሗࢧࡸーࢫࣅは㸪⅏害ᑐᛂに฼用しࡲしたか㸬」 
 

地方組⧊（N=41） 

 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 

 
 

㉁ၥ 12-1㸸「Q12 ࡛฼用した᝟ሗࢧࡸーࢫࣅ㸪ࡲたは฼用しなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬（」ᩘ㑅ᢥ

ྍ）」 
㸺฼用した᝟ሗࢧࡸーࢫࣅ㸼 

・被災前後の写真を国交┬へのㄝ明資料等に利用した．地域全体が分かれࡤ良いレベルなので，

地理院地図の空中写真で඘分． 
・国土交㏻┬ࢨࣁード࣐ッ࣏ࣉータルࢧイトは平時より利用している．地理院地図のᶆ高情報は

活用した． 
・国土地理院から 2 画面表示の機能をᩍえてもらい，被災状況の☜ㄆに有効だった． 
㸺฼用しなかࡗた⌮⏤㸼 

・発生後，ᩘ日たった写真だったのでṧᛕながらᾐ水区域の把握には利用できなかった． 
・空中写真以外について，情報の意࿡や使い方が分からなかった． 
・デジタルᶆ高地形図は市の GIS もある． 
 

㉁ၥ 13㸸「ᾐỈ᥎定ẁᙬ図ཪは᥎定ᾐỈ⠊ᅖは฼用しࡲしたか㸬」 
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地方組⧊（N=16） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 13-1㸸「Q13 ࡛ᾐỈ᥎定ẁᙬ図ཪは᥎定ᾐỈ⠊ᅖ࡝ࢆのよ࠺に฼用したのか࡛ࡁるࡔけヲ⣽にᩍ࠼

࡚く࠸ࡉࡔ㸬」 
・༴機管理ㄢに㈞っていた．ࣉレࢮンࢸーࣙࢩンで使った． 
・資料のベース図として利用． 
 

㉁ၥ 13-2㸸「Q13 ࡛ᾐỈ᥎定ẁᙬ図ཪは᥎定ᾐỈ⠊ᅖの฼用に㛵ࡍるᨵၿᥦ᱌࠶ࡀりࡲしたࡽᩍ࡚࠼く

 「㸬࠸ࡉࡔ
・地理院地図での公開がඛ行しているが，㜀ぴだけではなく GIS に取り㎸ࢇで利用することが

୺となるため，ベクタデータの提供を早めにḧしい． 
・ᾐ水推定段ᙬ図ཪは推定ᾐ水範囲をྛ✀画像から作成することは難しく，提供㡬き大変，ຓ

かった．ᾐ水範囲の࣏リࢦンデータについては，範囲ෆのᐙᒇᩘや被災道路の宅地の面積⟬

出等，GIS としての観点からも利用౯್は高い． 
 

㉁ၥ 14㸸「地⌮㝔タࣝ࢖฼用ࢺࣇࢯ「࣐࣓ࣉࢵー࢝ー㸰」2ࡲ࠸࡚ࡗ▱ࢆしたか㸬」 
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 
 

㉁ၥ 15㸸「地⌮㝔タࣝ࢖฼用ࢺࣇࢯ「࣐࣓ࣉࢵー࢝ー㸰」ࢆ฼用しࡲしたか㸬」 
 

 
2 本ࢯフトウ࢙アは地理院タイルの༳ๅ及び画像の切り出しや，国土地理院で提供しているᵝࠎな形ᘧの地理空間情報やࣘーࢨーデー

タのイン࣏ート等を簡༢な᧯作で行うことができるࢯフトウ࢙アです． 
本ࢯフトウ࢙アを国・地方公ඹ団体等へ提供することにより，当ヱ機関等における行ᨻ事務等への地図利用のಁ進を図ることを┠的と

しております． 
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地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 

 
㉁ၥ 15-1㸸「Q15 ࡛฼用した஦౛（౛㸸被害ㄆ定用⨯⅏ド᫂᭩సᡂ㸪⅏害ᰝ定用㈨ᩱసᡂな࡝）ࡲたは

฼用しなかࡗた⌮⏤ࢆᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
㸺฼用した஦౛㸼 

・災害査定用資料作成に利用． 
・TEC-FORCE でᶆ‽装備としてᣢたせており，調査఩置図の作成等に利用している． 
㸺฼用しなかࡗた⌮⏤㸼 

・ᬑ段の業務や訓練では使っているが今回の㇦雨では使っていない．災害時は┴の災害時のࢩス

 ．ムしか見ない．地理院やその他の組⧊のデータを引っᙇってくる能力がないࢸ
 ．フトがあることを▱らなかったため，市で資料を作成したࢯ・
ムに⫼ᬒ地図（地理院地ࢸスࢩࡎットに᥋⥆されておらࢿット࣡ーク⎔ቃは，直᥋インターࢿ・

図）が表示されない． 
・正射画像を市 GIS に搭載して利用したため．（職員が࣐ッࣉメーカーを使用するのは難しい．） 
 

3. ⤌⧊ෆの地⌮空㛫᝟ሗの฼用に࡚࠸ࡘ 
㉁ၥ 16㸸「ᙜ㝔かࡽᥦ౪した᝟ሗは㸪࡝のよ࠺に⤌⧊ෆにඹ᭷しࡲしたか㸬」 

 
 

 
࠙コメントࠚ 
・庁ෆのᥖ示ᯈにᥖ載した．データはイントラの GIS に格⣡した． 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 
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・提供のあったデータはඹ用ࢧーࣂに格⣡されていた． 
・TEL㺃メールでᒎ開．防災ࢩスࢸムへの情報の取り㎸みがㄢ㢟 
・ྛ部長эྛㄢ長を㏻じて㏻▱した．職員同士でも提供されていることを連絡している． 
・災害対策本部会㆟で情報ඹ有させていただいたほか，現地支援班にデータを提供した．また，

┴庁リ࢚ࢰン，市町村リ࢚ࢰンにもデータ提供し，ྛ⮬἞体へ情報提供した． 
 

㉁ၥ 17㸸「⅏害ᑐᛂのᐇാᑐᛂとし࡚ GIS（地⌮᝟ሗ࣒ࢸࢫࢩ）ࢆ用࠸たሙ㠃࠶ࡀりࡲしたか㸬」 
 

 

 
㉁ၥ 17-1㸸「Q17 ࡛ GIS ࡚࠼なෆᐜ࡛฼用したかᩍ࠺のよ࡝の部⨫࡛㸪ࡇ࡝たሙྜࡗ࠶ࡀたሙ㠃࠸用ࢆ

く࠸ࡉࡔ㸬」 
・ᅛ定資⏘⛯関係のࢩスࢸムを用いて，被災ᐙᒇの☜ㄆ等で利用した． 
・崩壊・土◁災害の場ᡤ情報の作成を┴の災害࣏ータルࢧイトにᥖ載した． 
・㎰地・㎰業用施設災害復ᪧにおいて，災害査定で使用した． 
・地域ෆのᐙᒇᩘによる要ᩆㆤ⪅ᩘᴫ␎の把握，ᩆຓ活動に使用． 
・道路や宅地の面積を⟬出し，災害࣑ࢦや防␿活動等の面積を把握するために使用． 
・崩ⴠุㄞ写真図（提供した࢜ルࢯ画像と⮬἞体ࢨࣁード࣐ッࣉに示される༴㝤⟠ᡤを重ねて表

示した． 
 

㉁ၥ 18㸸「ᙜ㝔ࡀᥦ౪した地⌮空㛫᝟ሗ（データ）ࢆ௚の᝟ሗと⤌ྜࡳわࡏたよ࠺な地図ࡸ㈨ᩱࢆసᡂ

しࡲしたか㸬」 
 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 

 

地方組⧊（N=41） 

 

中ኸ┬庁等（N=9） 
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㉁ၥ 19㸸「௒ᅇの⅏害ᑐᛂ࡛ᙜ㝔ᥦ౪のࡶのに㝈ࡎࡽ地⌮空㛫᝟ሗの฼用（࠶る࠸は฼用し࡚࠸なࡇ࠸

と）にࡘࡲわる࢚ࢯࣆーࢻ（ዲ஦౛㸪ㄢ㢟となࡗた౛）ࡤࢀ࠶ࡀᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 
・QGIS により，崩壊地分布と࢜ルࢯを重ねて使用．࢜ルࢯと㆙ᡄ区域を重ねて使用． 
・㏻行⚗Ṇで入れࡎ，空中写真でしか状況☜ㄆできなかったのでຓかった． 
・民間地図のようにはⴭ作ᶒに⚄⤒をつかわࡎ，使えたのでຓかった．市庁⯋ෆのᥖ示ᯈにᥖ載

し，⎔ቃᨻ策，཰⣡，資⏘⛯からはデータ提供の依頼を受けた． 
・地元の人が撮影したドローンの写真が利用できた．また，こうした撮影ができるよう，市とし

ても職員がドローンの᧯⦪訓練を行っている． 
・真備のᾐ水域については，だいち 2 ྕのデータから JAXA が作成したものが，提供が早かった

ため重ᐆしました． 
・地理院撮影写真からุㄞした図に地方⮬἞体等のࢨࣁード࣐ッࣉを重␚表示したࣉロࢲクトを

㸰ḟ災害見積りに活用した．（ࢨࣁード࣐ッࣉにある༴㝤⟠ᡤに対し，本震で崩ⴠしていない༴

㝤⟠ᡤをᢳ出し㸰ḟ災害防Ṇのために㆙ᡄ資料としていた．実際その後のవ震で，崩ⴠしたり，

ட⿣が広がっていたという事౛があった．） 
 

㉁ၥ 20㸸「㈗⤌⧊における地⌮空㛫᝟ሗの฼用࡛ᚲ要な㸪ࡲたは㔜どし࡚࠸るㄢ㢟ࡤࢀ࠶ࡀᩍ࡚࠼くࡔ

 「㸬࠸ࡉ
࣭地⌮᝟ሗ࠼ᢅࢆるᢸᙜ⪅ࡘࢆくる㸬 
・ドローンでの現場撮影． 
・ྛ部局間におけるデータඹ有化の更なる強化． 
・精度及びスピードឤを重要視している． 

 
 とめࡲ .4
㉁ၥ 21㸸「ᙜ㝔かࡽᥦ౪した地⌮空㛫᝟ሗࢆ฼用し࡚సᡂした㈨ᩱ（⅏害ᰝ定㸪఍㆟➼࡛のㄝ᫂㈨ᩱ➼）

࡛ᥦ౪࠸たࡔけるࡶのࡤࢀ࠶ࡀ௒ᚋのཧ⪃とした࠸の࡛ᥦ౪ࢆお㢪࠸しࡍࡲ㸬」 
（ྛ✀災害対策会㆟等でのㄝ明資料，災害査定に関わる資料等をࡈ提供いただいた．） 

 
㉁ၥ 22㸸「ᙜ㝔の⅏害᫬のᑐᛂに࡚࠸ࡘ㸪ᚚពぢ㸪ᚚ要ᮃ࠶ࡀりࡲしたࡽఱ࡛ࡶᩍ࡚࠼く࠸ࡉࡔ㸬」 

㸺地⌮空㛫᝟ሗのᥦ౪᫬ᮇࡸ⢭ᗘに㛵ࡍる要ᮃ㸼 

・もう少し連携をとりたい．現状では，入ってくるᩥᏐ情報を図にⴠとしている状況．情報が㐜

い．5 日以ෆがありがたい． 
・事前に提供≀（どࢇなデータをもらえるのか）や日ᩘがわかれࡤこちらも対応できた．┴から

の災対会㆟報告のような➨一報，➨஧報等でお▱らせしていただけると，状況が分かりやすい． 
・発災直後の場ᡤ≉定のために，画像の精度が多少ⴠちているもの（ప解像度）は，速やか（⩣日

がベスト）にいただきたい．画像の精度のよいもの（高解像度）は，災害査定用で崩れた⟠ᡤの

事業化要ồ資料等に使用するため，㸯ࣨ月以ෆでᵓわない．引き⥆きデータを࢜ーࣉンにしてい

ただき，提供をしていただきたい． 
・今回の災害では᫨ኪをၥわࡎ，直᥋連絡を取らせて㡬きました．今後は地理院ᵝの災害時の体

制（ࢩフト等）をࡈᩍ示いただき，連携をさせていただきたいと考えています． 
㸺データのᐜ量࣡ࢺࢵࢿࡸーࢡ⎔ቃによるไ㝈な࡝に㛵ࡍる要ᮃ㸼 

・データ（空中写真）のᩘ，ᐜ量が多すࡂてどう使って良いか分からなかった．市のࢧーࣂには重

すࡂた．用ㄒ（垂直写真，正射画像など）の意࿡が分からなかった． 

・高解像度写真は，地理院地図でุ᩿が難しい場合に用いたが，データの中からヱ当する写真を

㑅ᢥすることが大変だった．高解像度写真も地理院地図のようにブラウࢨ上で簡༢に表示され

るようにしていただけると有り難い． 

㸺฼用ࡸά用方ἲに㛵ࡍる要ᮃ㸼 

・提供いただいた被災前の写真（被災後との比㍑用）の撮影年がྂく参考にならなかった． 
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・大ุ地図の提供では，࣐スコ࣑他，外部へのㄝ明で大変役に立った． 

・提供された写真の利用方法について事౛を前もって▱っておきたかった． 

・ఱが出来るのか，ఱがあるのかが分かるメࣗࢽー表のようなものがあると有りがたい． 

 

101平成 30 年 7 月豪雨及び平成 30 年北海道胆振東部地震で国土地理院が提供した地理空間情報の利活用状況について 


